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１１１１    アンケート結果の概要アンケート結果の概要アンケート結果の概要アンケート結果の概要    

 

環境保全等に関わる市民の意見や要望、あるいは意識啓発に関する市民活動等に関する事項につ

いて把握するため、アンケート調査を実施した。 

 

ア．調査対象 

・市内に居住する 20 歳以上の無作為抽出した市民 2,000 人（市民意識調査） 

・市内に事業所（店舗）がある事業者から無作為抽出した 150 事業所（事業者意識調査） 

・市内の小学 6年生 228 人（小学生意識調査） 

 

 

イ．調査方法 

・配布、回収方法：郵送等による配布、回収（市民意識調査、事業者意識調査） 

         小学校に送付、回収（小学生意識調査） 

・配布、回収時期：平成 23 年 2 月 24 日～3月 11 日 

・記入方式   ：無記名回答方式 

 

 

ウ．回収状況 

 アンケートの回収状況は表に示すとおり、市民意識調査 719 票（回収率 36.0%）、事業者意識調

査 55票（回収率 36.7%）、小学生意識調査 223 票（回収率 97.8%）となっている。 

 

アンケート配布・回収状況 

調査区分 配布数 回収数 回収率 

市民意識調査 2000  719  36.0% 

事業者意識調査 150  55  36.7% 

小学生意識調査 228  223  97.8% 
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（（（（1111）市民アンケート）市民アンケート）市民アンケート）市民アンケート    

 

【 地域の環境について 】 

地域環境については評価が分かれているが、「良くなった・やや良くなった」（37%）が、「悪

くなった・やや悪くなった」（25%）を 12%上回り、わずかではあるが、地域の環境が良くなっ

ていると評価されている。高齢になる程「良くなった・やや良くなった」と評価する傾向があ

る。 

1.

良くなった

12%

2.

やや良く

なった

25%

3.

変わらない

38%

4.

やや悪く

なった

17%

5.

悪くなった

8%

 
 

【 良くなった環境 】 

良くなった環境として、ごみに関係する環境改善が多くあげられている。 

・ゴミの増大やリサイクルに関する問題が改善された（53.8%） 

・道路や公園、河川の堤防などでゴミの散乱が減った（47.6%） 

・川の水質汚濁が改善された（47.2%） 

・山や林の中などのゴミの不法投棄が減った（45.8%） 

15.4%

47.2%

5.9%

4.9%

20.6%

10.8%

53.8%

45.8%

47.6%

8.4%

11.2%

3.1%

4.9%

4.2%

4.9%

7.3%

0.7%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.大気汚染が改善された

2.川の水質汚濁が改善された

3.工場や自動車などによる騒音・振動が減少した

4.住宅や飲食店などからの生活騒音が減少した

5.工場や畜舎などからの悪臭が改善された

6.有害物質による環境汚染が改善された

7.ゴミの増大やリサイクルに関する問題が改善された

8.山や林の中などのゴミの不法投棄が減った

9.道路や公園、河川の堤防などでゴミの散乱が減った

10.開発等による景色や景観の変化が改善された

11.歴史・文化財などの文化的な雰囲気が向上した

12.里山や田畑、沼地などの身近な自然が増えた

13.街中の緑が増えた

14.森林などの開発による自然の減少が改善された

15.農地や山林の荒廃が改善された

16.野生動植物が増えた

17.ブラックバスなどの外来種の動植物が減少した

18.その他
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【 悪くなった環境 】 

悪くなった環境は、身近な自然環境の減少とごみの不法投棄に関する内容が多い。 

・農地や山林の荒廃が進んだ（56.8%） 

・里山や田畑、沼地などの身近な自然が減少した（39.2%） 

・山や林の中などのゴミの不法投棄が増えた（32.7%） 

・川の水質汚濁が悪化した（26.6%） 

・野生動植物が減少した（25.1%） 

8.5%

26.6%

14.6%

3.5%

14.6%

3.5%

17.6%

32.7%

23.1%

14.6%

3.5%

39.2%

13.6%

23.6%

56.8%

25.1%

5.5%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.大気汚染が悪化した

2.川の水質汚濁が悪化した

3.工場や自動車などによる騒音・振動が増えた

4.住宅や飲食店などからの生活騒音が増えた

5.工場や畜舎などからの悪臭が悪化した

6.有害物質による環境汚染が改善された

7.ゴミの増大やリサイクルに関する問題が悪化した

8.山や林の中などのゴミの不法投棄が増えた

9.道路や公園、河川の堤防などでゴミの散乱が増えた

10.開発等による景色や景観の変化が悪化した

11.歴史・文化財などの文化的な雰囲気が損なわれた

12.里山や田畑、沼地などの身近な自然が減少した

13.街中の緑が減少した

14.森林などの開発による自然の減少が進んだ

15.農地や山林の荒廃が進んだ

16.野生動植物が減少した

17.ブラックバスなどの外来種の動植物が増えた

18.その他

 

 

【 快適で住み良い環境に必要な要素 】 

水や空気といった日常生活での基本となる環境が重要視されているほか、周辺の自然環境・

景観などについて多くの人が大切と考えている。 

・川、池、湖の水のきれいさ（64.5%） 

・大気汚染や悪臭のない空気（58.3%） 

・ゆとりある歩道や道路（54.6%） 

・緑豊かな森林（41.5%） 

・自然景観の美しさ（40.5%） 

・身近な水辺や緑などの自然とのふれあい（36.2%） 

58.3%

64.5%

27.6%

41.5%

36.2%

40.5%

23.9%

14.7%

54.6%

20.5%

14.5%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1.大気汚染や悪臭のない空気

2.川、池、湖の水のきれいさ

3.住まい周辺の静かさ

4.緑豊かな森林

5.身近な水辺や緑などの自然とのふれあい

6.自然景観の美しさ

7.野生の動植物が守られていること

8.街並みや家並みの美しさ

9.ゆとりある歩道や道路

10.広々とした公園や広場

11.歴史的・文化的雰囲気

12.その他
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【 環境を守り育てていくための行動主体 】 

多くの人が行政と市民の双方を回答しており、環境を守り育てるためには行政と市民の協働

が必要であると認識されている。 

・行政（84.7%） 

・市民（70.0%） 

84.7%

23.3%

70.0%

15.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.行政

2.事業者

3.市民

4.民間団体

 

 

【 環境に配慮した行動の実施状況 】 

ちょっとした心がけで出来る行動については 90%以上の非常に高い実施状況となっている。 

・駅などの公共の場に自転車を放置しない（95.0%） 

・道路や公園、河川などに、ゴミ、吸殻、空缶をポイ捨てしない（92.6%） 

39.8%

69.9%

77.9%

67.8%

27.7%

14.7%

54.6%

53.4%

92.6%

95.0%

39.9%

46.8%

36.4%

35.6%

34.3%

17.7%

5.4%

22.2%

89.3%

17.5%

36.8%

25.9%

17.9%

24.2%

36.2%

26.6%

30.3%

32.6%

2.3%

2.6%

49.5%

44.0%

44.4%

50.5%

22.8%

32.8%

3.4%

41.3%

4.0%

51.0%

23.4%

4.2%

4.2%

7.9%

36.1%

58.7%

15.1%

14.0%

5.1%

2.3%

10.6%

9.2%

19.1%

13.9%

42.9%

49.5%

91.3%

36.5%

6.7%

31.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.省エネルギー型の家庭電化製品を使用している

2.不要時の電灯、テレビをこまめに消すなど節電

に心がけている

3.冷暖房は適正な温度に設定している

4.歯磨き、洗顔の時は水を出しっぱなしにしない

5.近くへの外出には自動車の使用を避け、徒歩や

自転車を利用している

6.自動車の使用頻度を減らし、公共交通機関の

利用を心がけている

7.自動車の不要なアイドリングはしないように

している

8.無リン洗剤の使用や油を流さないなど生活排水

に気をつけている

9.駅などの公共の場に自転車を放置しない

10.道路や公園、河川などに、ゴミ、吸殻、空缶を

ポイ捨てしない

11.使い捨ての商品はできるだけ買わないように

している

12.再生紙などのリサイクル商品を購入している

13.過剰包装を断り、買物袋を持参し、スーパー

ではポリ袋を断っている

14.日用雑貨や台所用品などは、環境に配慮した

商品を購入している

15.生ゴミは堆肥にしている

16.清掃活動、植樹などのボランティア活動や環境

に関する講演会等の行事に参加

17.太陽エネルギーを利用している

（太陽光発電、太陽熱利用）

18.多少値段が高くても、省エネ製品（電化製品、

照明、パソコン等）を購入している

19.野生動植物をむやみに採ったり傷つけたり

しない

20.家族や友人と環境問題について話し合ったり

している

実行している たまに実行している 実行していない  
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【 環境保全活動の参加状況 】 

身近に行われている活動への参加経験の割合が高く、また今後も参加したいとの意向が高く

なっている。 

・道路・公園や川原での清掃活動（73.4%） 

・植林や花壇づくりなどの緑化活動（58.2%） 

・資源リサイクル活動（46.8%） 

今後参加したい活動には以下のものがあり、気軽に参加できる活動の実施方法や周知方法等

の検討が望まれる。 

・文化財や歴史的な街並みなどの保護活動（57.3%） 

・自然保護に関する地域の活動（51.2%） 

・自然観察会、環境イベント（50.7%） 

73.4%

58.2%

29.3%

7.9%

8.7%

13.8%

46.8%

21.5%

23.0%

6.6%

13.3%

5.7%

4.0%

5.7%

2.4%

2.4%

2.2%

5.6%

2.4%

4.6%

2.4%

2.2%

15.3%

28.5%

38.5%

44.6%

43.8%

50.7%

30.7%

51.2%

47.0%

41.2%

57.3%

5.6%

9.3%

26.5%

45.1%

45.1%

33.2%

16.9%

24.9%

25.3%

49.8%

27.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.道路・公園や川原での清掃活動

2.植林や花壇づくりなどの緑化活動

3.登山道や自然歩道などの草刈りや補修活動

4.動植物などの調査や解説活動

5.鳥の巣をかけたりする野生生物保護活動

6.自然観察会、環境イベント

7.資源リサイクル活動（廃品回収、バザーなど）

8.自然保護に関する地域の活動

9.ゴミ処理場などの施設見学

10.外来動植物の駆除（ブラックバス等）

11.文化財や歴史的な街並みなどの保護活動

今後も参加したい（参加） もう参加したくない（参加） 今後は参加したい（未参加） 参加したくない（未参加）  

 

【 環境学習への興味・関心 】 

環境学習への関心は全体的に高く、気軽に参加できる環境づくりや活動に参加する機運の向

上に努めることにより、活発な活動が行われるものと思われる。 

・興味や関心のあるものには参加したい(33.8%) 

・時間や金銭的なゆとりがあれば参加したい(33.0%) 

・友人に誘われたりすれば、少しくらい参加してみたい(15.2%) 

1.

積極的に参加し

たい

5%

2.

興味や関心のあ

るものには参加

したい

34%

3.

時間や金銭的な

ゆとりがあれば

参加したい

33%

4.

友人に誘われた

りすれば、少し

くらい参加して

みたい

15%

5.

興味・関心はな

い

10%

6.

その他

3%
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【 参加したいと思う環境学習 】 

気軽に参加できる内容の活動が多く答えられている。 

・ゴミ処分場やリサイクル施設などの見学（41.9%） 

・自然教室や観察会などの屋外セミナー（40.3%） 

・環境に関する市民講座（33.2%） 

20 歳代～40 歳代では、自然教室や観察会などの屋外セミナー、農作業や林業などの体験学

習といった野外での活動への回答が多く、年代が高くなるにつれて環境に関する市民講座の回

答が多くなるといった傾向がみられる。 

33.2%

40.5%

19.6%

17.9%

41.6%

8.0%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.環境に関する市民講座

2.自然教室や観察会などの屋外セミナー

3.植林地などの下草刈りのボランティアなど

4.農作業や林業などの体験学習

5.ゴミ処分場やリサイクル施設などの見学

6.環境学習の指導者養成セミナーなど

7.その他

 

 

【 知りたいと思う環境情報 】 

知りたい情報としては以下の回答が多く、広報等による情報提供の他に、環境学習会などに

よりきめ細かな情報の提供が必要になるものと考えられる。 

・八幡平市が取り組んでいる環境施策の情報（51.2%） 

・ゴミの出し方やリサイクル方法の情報（37.4%） 

・日常生活で取り組める環境配慮のノウハウの情報（34.6%） 

29.8%

30.2%

28.7%

34.3%

17.8%

37.4%

34.6%

24.0%

24.0%

51.2%

11.8%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.大気質や河川の水質データなどの情報

2.ダイオキシンなどの有害物質の情報

3.身近な動植物の生息状況や森林の実態等の自然

環境の情報

4.地球温暖化やオゾン層破壊、酸性雨、森林の減少

等の地球環境問題の情報

5.自然観察会や学習会などの環境イベントの情報

6.ゴミの出し方やリサイクル方法の情報

7.日常生活で取り組める環境配慮のノウハウの情報

8.新エネルギーに関する情報

9.農作物に被害を与える害獣(シカ、クマ、サル等)

の情報

10.八幡平市が取り組んでいる環境施策の情報

11.環境保全活動に取り組んでいる団体の情報

12.その他
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【 環境情報の入手方法 】 

よく利用する環境情報の入手方法は以下があげられているが、定期的な情報発信・提供とと

もに、情報提供方法の周知が必要と考えられる。 

・テレビ・ラジオ（87.9%） 

・新聞・雑誌（80.3%） 

・市の広報誌やパンフレット、ホームページなど（55.5%） 

・家族や友人・知人（49.1%） 

6.2%

38.9%

45.1%

9.7%

9.4%

8.5%

8.0%

5.5%

14.5%

5.2%

4.0%

5.3%

3.8%

22.1%

41.4%

42.8%

39.4%

18.3%

22.5%

28.5%

25.3%

41.0%

24.7%

16.6%

9.0%

16.4%

34.4%

13.0%

8.1%

29.7%

15.2%

21.4%

30.3%

31.8%

24.2%

31.9%

31.6%

30.3%

28.7%

37.2%

6.7%

4.1%

21.2%

57.2%

47.6%

33.3%

37.4%

20.3%

38.2%

47.8%

55.4%

51.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.書籍

2.新聞・雑誌

3.テレビ・ラジオ

4.家族や友人・知人

5.インターネット

6.勤務先・取引先など仕事を通じて

7.企業の広報誌、パンフレット、

環境報告書

8.スーパーマーケットなど地域の

流通業者

9.市の広報誌やパンフレット、ホー

ムページなど

10.ＰＴＡ・自治会などの地域の活動

を通じて

11.展示会、講演会、セミナー、シン

ポジウム、街頭活動など

12.ボランティア活動を通じて

13.環境保護団体、環境NPO・NGOの

広報誌やパンフレット

よく入手する ときどき入手する あまり入手しない 全く入手しない  
  

【 行政に望む施策について 】 

市民・事業者・行政の一体的な取り組みや各種活動への支援のように、幅広い施策の実施を

望んでいる。 

・市民・事業者・行政が一体となり取組める仕組みづくり（62.0%） 

・リサイクルなどを進め、廃棄物の減量化の促進（51.5%） 

・森林や河川などの自然環境の保全・再生（48.6%） 

・リサイクルや環境美化などの市民の環境保全活動を盛んにする（40.5%） 

36.4%

62.0%

40.5%

24.7%

22.0%

37.7%

26.5%

35.7%

26.8%

51.5%

18.0%

22.6%

24.1%

48.6%

36.4%

27.4%

20.4%

16.2%

8.2%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1.環境教育や環境学習の充実

2.市民・事業者・行政が一体となり取り組める仕組みづくり

3.リサイクルや環境美化等の市民の環境保全活動の促進

4.環境を守るための規制や罰則の強化

5.環境に配慮した商品の購入の推進

6.学校や地域における環境保全活動の支援

7.環境問題に関する情報の提供

8.大気汚染や水質汚濁などの公害の防止

9.環境に配慮した公共事業の実施

10.リサイクル等による廃棄物の減量化の促進

11.有害な化学物質対策の推進

12.資源・エネルギー対策の推進

13.貴重な野生生物の保護

14.森林や河川等の自然環境の保全・再生

15.農林業の振興による農地や森林の環境保全機能の維持

16.自然公園等の整備による自然とのふれあいの場の確保

17.害獣（シカ、クマ、サル等）の対策

18.環境保全のための調査・研究の推進

19.国際的な環境保全に関する協力

20.その他
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【 行政支援に期待する事項 】 

環境教育に関する支援に期待する回答が多くなっている。その他に情報の提供や活動に対す

る資金的支援を期待する回答が多くなっている。 

・学校教育における環境教育（59.0%） 

・社会人に対する環境教育（50.9%） 

・環境情報の整備・提供（34.3%） 

・新エネルギー導入への助成（31.5%） 

・取り組みの成功事例の紹介（30.0%） 

・環境保全活動への助成（30.0%） 

59.0%

50.9%

27.7%

34.3%

26.8%

30.0%

15.1%

15.4%

19.3%

18.7%

30.0%

31.5%

22.5%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1.学校教育における環境教育

2.社会人に対する環境教育

3.環境分野に関する人材育成

4.環境情報の整備・提供

5.環境配慮の取り組み方法についての行動指針等

による情報提供

6.取り組みの成功事例の紹介

7.優良な取り組みへの表彰制度

8.優良事業者の評価制度

9.住民、企業、NPO、NGO、行政のパートナーシッ

プのためのネットワークづくり

10.害獣（シカ、クマ、サル等）の情報提供

11.環境保全活動への助成

12.新エネルギー導入への助成

13.環境保全活動への税の軽減措置

14.その他

 

 

【 環境保全のため事業者に望むこと 】 

事業者に対しては、市民と協働で環境保全活動を望む意見が多くなっている。 

・市民に向けた環境情報の提供（52.3%） 

・事業者の率先した環境保全活動（50.9%） 

・市民との対話（39.2%） 

39.2%

26.4%

52.3%

50.9%

1.7%

0% 20% 40% 60%

1.市民との対話

2.環境保全を目的とした市民団体へのサポート

3.市民に向けた環境情報の提供

4.事業者の率先した環境保全活動

5.その他
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【 望ましい八幡平市について 】 

望ましい八幡平市の将来像については、まず「安心して暮らせるまち」であり、安全に守ら

れた生活空間や健康を損なわない環境が望まれており、その他に、「地域の環境保全」や、産

業や市民活動など「地域の活性化」を望む回答が多くなっている。 

・安心して暮らせるまち（46.9%） 

・みどりや生き物、水などの自然が豊かなまち（22.2%） 

・産業経済活動が活発なまち（11.5%） 

・市民活動の盛んなまち（6.2%） 

1.

田園風景が美し

いまち

6%

2.

歴史文化の豊か

さが感じられる

まち

1%
3.

産業経済活動が

活発なまち

12%

4.

都市機能が充実

したまち

4%

5.

みどりや生き

物、水などの自

然が豊かなまち

22%
6.

市民活動の盛ん

なまち

6%

7.

安心して暮らせ

るまち

47%

8.

その他

2%

 

 

【 後世に残しておきたい環境：自然 】 

大切にしたい、後世に残しておきたい環境（自然）は、山、川、自然など多くがあげられて

いる。 

『山』   ：八幡平および八幡平の景観、岩手山、七時雨山など 

『川』   ：松川・松川渓谷、安比川、涼川、米代川、不動の滝など 

『自然景観』：岩手山焼走り熔岩流、安比高原ブナの森など 

『その他』 ：アスピーテライン、舘山公園、長者屋敷、八幡平国立公園、金沢清水 

残しておきたい理由としては、山は地域のシンボルや自然を代表するものとしているものが

多く、森や木については、CO2 の吸収など地球温暖化対策や自然を代表する緑として捉えた回

答となっている。 

大切にしたい、後世に残しておきたい環境（自然）の主な回答 

区分 名称 回答数 区分 名称 回答数 

山 

八幡平（景観） 63 川 不動の滝 17 

岩手山 39 

自然 

焼走り 33 

七時雨山 26 森 17 

山 20 安比高原ブナの森 12 

高原 
安比高原 23 

その他 

アスピーテライン 11 

田代平高原 9 舘山公園 9 

川 

松川・松川渓谷 45 長者屋敷 8 

安比川 11 八幡平国立公園 5 

涼川 9 金沢清水 5 

米代川 5 温泉 8 

川 12 松川温泉 4 
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【 後世に残しておきたい環境：歴史・文化 】 

大切にしたい、後世に残しておきたい歴史・文化は、神社・寺、史跡、祭り等が多くあげら

れている。 

『神社・寺』：八坂神社、平舘八幡宮、白坂観音、野駄伊那那伊沢神社など 

『史跡等』 ：不動の滝、長者屋敷、田頭舘山、津軽街道など 

『祭り』  ：先祓い、八坂神社の祭り、平笠裸参り、白坂観音大祭、八幡平雪まつり 

残しておきたい理由としては、歴史や伝承が残っており将来に残したい、地域住民の心の拠

り所となっている、子供から大人まで市民が一体となれる、地域の交流の場であり町に活気が

でるなど、多種多様な意見があげられている。 

大切にしたい、後世に残しておきたい環境（歴史・文化）の主な回答 

区分 名称 回答数 区分 名称 回答数 

神社・寺 

八坂神社 23 

祭り 

祭り 18 

平舘八幡宮 7 先祓い 10 

白坂観音 5 八坂神社の祭り 9 

野駄伊那那伊沢神社 4 平笠裸参り 7 

秋葉神社 4 白坂観音大祭 5 

鷲連寺 2 八幡平雪まつり 3 

目名市地区神社 2 八幡宮の祭り 2 

史跡 

不動の滝 16   

長者屋敷 15   
 

田頭舘山 9   

津軽街道 5   
 

松尾鉱山跡地 4   
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【 身の回りの良い環境・悪い環境 】 

・良い環境 

『自然環境』：「きれいな空気・澄んだ空気」、「緑豊かな山」、「川の清流」など 

『景観』  ：「岩手山の景観」、「田園風景」、「緑豊かな周辺の景色」など 

・悪い環境 

『ごみ等』 ：「ゴミの散乱・不法投棄」、「犬のふん」など 

『公害問題』：「畜舎の悪臭」、「悪臭」、「騒音」 

『道路整備』：「道路や歩道が狭い」など 

『荒廃』  ：「農地の荒廃（耕作放棄地）」、「廃屋・空家」など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 環境に関する行政への意見、提案（主な意見） 】 

・自然環境や森林、農地や都市景観など、現在の優れた環境の保全に関する意見 

・雇用の確保や若者の定住などのための産業振興に関する意見 

・不法投棄やポイ捨てゴミ、ゴミの回収方法などのゴミに関連する問題 

・環境活動に対する取り組み方や啓蒙活動に関する意見 

・行政と市民との協働による活動や市民意見の反映に関する意見 

・道路（歩道）整備、下水道や公園整備などの社会資本整備に関する意見 

 

身の回りの良い環境の主な回答 

 良い環境 回答数 

自然環境 

きれいな空気・澄んだ空気 145 

緑豊かな山 112 

川の清流 86 

豊かな自然 47 

きれいな水・おいしい水 31 

緑豊かな森 10 

景観 

岩手山の景観 27 

田園風景 27 

緑豊かな周辺の景色 20 

四季折々の景色 14 

その他 静かな環境 19 

 

身の回りの悪い環境の主な回答 

区分 内容 回答数 

ごみ等 

ゴミの散乱・不法投棄 240 

犬のふん 20 

ゴミの野焼き 9 

公害 

畜舎の悪臭 18 

悪臭 17 

騒音 15 

水質汚濁 9 

大気汚染 7 

交通・ 

インフラ 

狭い道路・道路の維持管理 17 

乱雑な街並み 14 

狭い歩道・歩道の未整備 13 

交通が不便 5 

荒廃等 

農地の荒廃（耕作放棄地） 38 

廃屋・空家 18 

山林の荒廃 5 
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（（（（2222）事業者アンケート）事業者アンケート）事業者アンケート）事業者アンケート    

 

【 環境保全についての考え方 】 

環境保全に努めなければならないとの回答が非常に多く、環境に対する意識が高い。 

特に、小規模の事業所での意識が高くなっているが、一方での規模の大きい事業所ではコス

ト管理の影響のためか環境に対する意識は低くなっている。 

・コストがかかっても環境保全に努めなければならない（61.5%） 

・あまりコストがかかるのであれば環境保全に努めなくてもよい（7.7%） 

１．

コストがかかっ

ても環境保全に

努める

61%

２．

コストがかかる

のであれば環境

保全に努めなく

てもよい

8%

３．

コストが回収さ

れれば環境保全

に努め、コスト

が回収されなけ

れば環境保全に

努めなくてよい

8%

４．

当社には関係な

い

4%

５．

わからない

19%

 

 

【 環境保全に対する企業の役割 】 

企業の役割については、各項目共に非常に重要、やや重要との回答が多く、企業の役割の認

識が高くなっている。特に以下の項目の回答が多くなっている。 

・住民として地域の環境保全活動に参加、協力する（90.4％） 

・環境に配慮した物品などを優先的に購入、使用する（88.5％） 

48.1%

47.1%

37.3%

46.2%

42.3%

32.7%

21.6%

29.4%

44.2%

46.2%

3.9%

3.9%

1.9%

3.8%

9.6%

15.7%

7.8%

3.8%

3.8%

9.6%

11.8%

21.6%

3.8%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.環境にやさしい商品により、消費

者の行動を環境保全型に誘導

2.廃棄されるまで責任を持つ

3.開発途上国における公害問題等、

国際的な環境保全に協力

4.住民として地域の環境保全活動に

参加、協力

5.環境に配慮した物品の購入、使用

非常に重要 やや重要 あまり重要でない 関連がない 今のところわからない  
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【 製品の廃棄・処分に関する責任 】 

製品の廃棄・処分に関する責任については、以下の回答が多くなっており、事業所における

責任感の高さがみられる。 

・事業者は可能な範囲で責任を負い、出来ないところは消費者や行政に責任（68.0%） 

・製品が処分されるまで、事業者に責任がある（26.0%） 

１．

製造した事業

者の責任

26%

２．

大規模事業者

には責任あり

4%

３．

事業者は可能

な範囲の責任

その他は消費

者や行政の責任

68%

４．

すべて行政の責

任

0%

５．

その他

2%

 

 

【 環境保全対策の実施状況 】 

身近で出来るところからの環境保全対策が実行されている状況と見ることが出来る。 

・廃棄物の減量、分別回収、リサイクル（81.1%） 

・省エネルギー（68.5%） 

・リサイクル製品購入（50.0%） 

・エコドライブ（49.0%） 

・ク－ルビズ運動（46.7%） 

68.5%

49.0%

31.3%

21.6%

46.7%

81.1%

50.0%

18.8%

37.3%

18.0%

38.0%

26.5%

4.1%

5.6%

12.2%

27.1%

41.2%

17.8%

3.8%

14.0%

12.5%

3.9%

36.0%

8.0%

24.5%

38.8%

24.1%

28.6%

35.4%

29.4%

20.0%

13.2%

24.0%

25.0%

13.7%

14.0%

20.0%

30.6%

34.7%

1.9%

10.2%

6.3%

7.8%

15.6%

1.9%

12.0%

43.8%

45.1%

32.0%

34.0%

18.4%

22.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.省エネルギー（電気、燃料等）

2.エコドライブ

3.CO2 排出削減

4.自然エネルギーの利用

5.ク－ルビズ運動

6.廃棄物の減量、分別回収、リサイクル

7.リサイクル製品購入

8.環境にやさしい商品の開発、販売

9.商品包装の簡素化

10.水の再利用

11.有害物質の使用削減

12.従業員に対する環境教育

13.環境管理の担当者・部署の整備

実行している 実行していない 今後実行していきたい 関連がない
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【 環境保全対策を講じる上での障害 】 

資金を必要とする場合に環境対策を講じる上で支障が生じるとみられる。特に中規模の事業

所でその傾向が強い。一方で小規模の事業所で特に支障はないとの回答も多くなっている。ま

た、規模の大きい事業所では費用便益に判断を委ねる傾向がみられる。 

・資金的に困難である（48.0%） 

・特に障害はない（44.0%） 

・投下資本が回収できない（26.0%） 

48.0%

26.0%

10.0%

10.0%

8.0%

6.0%

44.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.資金的に困難である

2.投下資本が回収できない（期待できない）

3.社員の負担になる

4.近くに相談窓口や取組を行う組織がない

5.お客の協力が得られない

6.その他

7.特に障害はない

 

 

【 環境配慮の実施状況 】 

環境配慮の実施状況については、「住民と協働で、環境保全活動の実施」が 44.9%と多くな

っているが、他の項目は 10%程度と低い実施状況となっている。この傾向は小規模から中規模

の事業所で強く、地域に密着した環境配慮を実施しているようにみられる。 

一方で、中規模から大規模の事業所では「今のところ、何もするつもりはない」の回答の割

合が高くなっている。 

2.0%

12.2%

2.0%

10.2%

10.2%

44.9%

10.2%

8.2%

16.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.環境マネジメント認証取得

2.認証取得はしないが、自社独自で実施

3.環境報告書の作成・公表

4.環境報告書は作成していないが、活動状況の

公表の実施

5.関係会社、取引会社への環境配慮の指導・要請

6.住民と協働で、環境保全活動の実施

（植林、ゴミ拾い、水質保全等）

7.今のところ、何もするつもりはない

8.当事業所とは関係ない

9.その他
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【 住民や行政との協働による環境保全・改善のために今後重要なこと 】 

住民や行政との協力の方法が比較的分かりやすい森林保護・育成が多くなっている。 

その他、事業所独自での取り組みが可能な項目に多くの回答が集中している。 

・自然環境保全のための森林保護・育成（30.8%） 

・環境に関する法律や条例などの遵守（28.8%） 

・大気汚染、水質汚濁、悪臭、騒音、振動などの公害対策（28.8%） 

・事業所から出る一般廃棄物や産業廃棄物の処理対策の強化（25.0%） 

28.8%

30.8%

28.8%

19.2%

17.3%

9.6%

25.0%

15.4%

13.5%

3.8%

5.8%

1.9%

1.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

1.環境に関する法律や条例などの遵守

2.自然環境保全のための森林保護・育成

3.大気汚染、水質汚濁、悪臭、騒音、振動等の公害対策

4.みどりあふれる街づくりの推進

5.環境保全に関する教育や意識の啓発、情報の提供

6.環境保全に関する監視等の体制の整備

7.事業所から出る一般廃棄物や産業廃棄物の処理対策の強化

8.循環型社会の形成

9.環境保護のための地域づくりや団体との連携

10.環境保全のためのイベントや講演会の開催

11.地球環境保全に関する国際協力

12.その他

13.特にない

 

 

【 環境行動指針への対応 】 

環境行動指針への対応についての回答は以下のようになっており、環境行動指針に対する期

待は大きいと見ることが出来る。 

・指針ができたらそれに従って行動する（47.1%） 

・できるだけ具体的な指針にしてほしい（41.2%） 

小規模～中規模の事業所で、「できるだけ具体的な指針にしてほしい」、「指針ができたらそ

れに従って行動する」の割合が高くなっているが、規模の大きな事業所では「自社独自の環境

保全行動を定めているので、当事業所では必要性はない」との回答となっている。 

3.9%

41.2%

47.1%

11.8%

3.9%

0.0%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.指針づくりに参加してみたい

2.できるだけ具体的な指針にしてほしい

3.指針ができたらそれに従って行動する

4.罰則でも伴えば別だが、指針だけでは

効果はないと思う

5.自社独自の環境保全行動を定めている

ので、当事業所では必要性はない

6.その他

7.特に興味がない
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【 地域社会への貢献について 】 

地域社会への貢献については以下のように、地域に根差した活動や貢献のあり方となってい

る。 

・地元の住民を優先的に雇用する（37.3%） 

・ボランティア活動の実施または協力をする（27.5%） 

・本市の知名度を高める（21.6%） 

・郷土のまつりへの参加や支援を行う（19.6%） 

中規模～大規模の事業所では「地元の住民を優先的に雇用する」が多く、規模の小さな事業

所では「ボランティア活動の実施または協力をする」や「郷土のまつりへの参加や支援を行う」

が多くなっている。 

37.3%

15.7%

9.8%

21.6%

19.6%

11.8%

27.5%

2.0%

13.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

1.地元の住民の優先的雇用

2.地元へ商品を安く提供

3.ボランティア基金等の資金協力

4.本市の知名度を高める

5.まつりへの参加や支援

6.子供たちの社会見学やスポーツ教室

7.ボランティア活動の実施・協力

8.その他

9.特にない
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（（（（3333））））小学生アンケート小学生アンケート小学生アンケート小学生アンケート    

 

【 いいなと思う環境 】 

いいなと思う環境は、汚れの少ない環境や、身近な自然環境の豊かさについての回答が多く

なっている。 

・空気がきれい（62.6%） 

・花や緑の多い景色がたくさんあること（47.3%） 

・田んぼや野原、池などがたくさんあること（37.4%） 

・野山に緑や生き物が豊かなこと（35.1%） 

62.6%

31.1%

31.1%

8.1%

8.1%

47.3%

37.4%

35.1%

16.2%

8.1%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1.空気がきれい

2.川や池の水がきれい

3.自動車や工場の音が少なくまちが静かで落ち着く

4.道や公園などにゴミが落ちていないこと

5.野原や川にゴミが無い

6.花や緑の多い景色がたくさんあること

7.田んぼや野原、池などがたくさんあること

8.野山に緑や生き物が豊かなこと

9.水辺や野原で遊ぶことができる

10.公園に緑が多いこと

11.その他

 

 

【 いやだと思う環境 】 

いやだと思う環境については、ゴミの投棄問題が非常に多く、その他に環境汚染についての

回答が多くなっている。 

・道や公園などにゴミが落ちている（60.5%） 

・野原や川にゴミが捨てられている（46.4%） 

・川や池などの水がよごれている（37.3%） 

・空気がよごれている（20.5%） 

20.5%

37.3%

11.4%

60.5%

46.4%

8.2%

5.5%

10.0%

14.1%

16.4%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1.空気がよごれていること

2.川や池などの水がよごれていること

3.自動車や工場などの音がうるさくて落ち着

かないこと

4.道や公園などにゴミが落ちている

5.野原や川にゴミが捨てられている

6.花や緑の多い景色が少ないこと

7.田んぼや野原、池などが少なくなったこと

8.野山の緑や生き物が少ないこと

9.水辺や野原で遊ぶことができない

10.ペットが野山に捨てられている

11.その他
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【 関心のある環境問題 】 

全ての項目に対して高い回答率が得られ、環境問題への関心が高いことが伺える。 

・地球温暖化（74.0%） 

・森林の減少（69.1%） 

・オゾン層の破壊（49.8%） 

43.9%

74.0%

49.8%

43.0%

69.1%

2.7%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

1.エネルギーや資源が無く

なりそうなこと

2.地球温暖化

3.オゾン層の破壊

4.酸性雨

5.森林の減少

6.その他

7.わからない、関心がない

 

 

【 参加したことのある環境活動 】 

環境活動への参加状況は高い回答率となっており、活発な環境活動への参加状況が伺える。 

・町内会や子供会での空きかんや新聞紙・本の回収（78.2%） 

・道路のゴミ拾いやそうじ（57.3%） 

・ゴミ処分場やリサイクル施設、下水処理場などの見学（50%） 

安代地区では全ての項目において高い割合を示しており、多様な環境活動の実施状況と積極

的な参加状況となっている。 

78.2%

57.3%

33.6%

23.6%

22.3%

24.5%

11.8%

27.7%

50.0%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.町内会や子供会での空きかんや新聞紙・本の回収

2.道路のゴミ拾いやそうじ

3.自然を守るための標語やポスター・作文への応募

4.苗木を植えたり、小さな魚を川に放す

5.野山や川の生き物や草花などの調査や観察

6.川や池などの水の検査

7.環境について、くわしく知っている人のお話を聞く会

8.農作業や林の草かりなどを体験して学ぶ活動

9.ゴミ処分場やリサイクル施設、下水処理場などの見学

10.その他
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【 参加してみたいと思う活動 】 

参加したことのない新しい活動やフィールドワークを伴う活動への興味が高い状況が伺え

る。 

・苗木を植えたり、小さな魚を川に放す（59.8%） 

・野山や川の生き物や草花などの調査や観察（36.0%） 

・道路のゴミ拾いやそうじ（33.2%） 

・川や池などの水の検査（32.2%） 

安代地区では全ての活動について他の地区より高い値となっており、積極的な活動への参加

意欲がみられる。 

活動への参加経験が積極的な参加意向に影響するものと考えられる。 

29.4%

33.2%

22.4%

59.8%

36.0%

32.2%

15.0%

27.1%

15.9%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1.町内会や子供会での空きかんや新聞紙・本の回収

2.道路のゴミ拾いやそうじ

3.自然を守るための標語やポスター・作文への応募

4.苗木を植えたり、小さな魚を川に放す

5.野山や川の生き物や草花などの調査や観察

6.川や池などの水の検査

7.環境について、くわしく知っている人のお話を聞く会

8.農作業や林の草かりなどを体験して学ぶ活動

9.ゴミ処分場やリサイクル施設、下水処理場などの見学

10.その他

 
 

【 10 年後の八幡平市の環境で大切なこと 】 

10 年後の八幡平市の環境で大切なことについては、「環境問題の心配がなくなっている」と

総括的な回答が最も多くなっている。その他では自然環境の保全に係わる項目の回答が多くな

っている。 

・環境問題の心配がなくなっている（36.7%） 

・きれいな自然の景色が守られている（16.4%） 

・昔から八幡平市にいる鳥や虫、魚などの野生の生き物が守られている（15.5%） 

・森や公園などの緑が増えている（12.1%） 

1.

森や公園などの緑

が増えている

12% 2.

昔から八幡平市に

いる鳥や虫、魚な

どの野生の生き物

が守られている

16%

3.

空気がきれいに

なっている

4%
4.

川や湖がきれいに

なっている

2%
5.

まちが静かになっ

ている

1%

6.

まちや川、野原な

どにゴミが捨てら

れていない

11%

7.

きれいな自然の景

色が守られている

16%

8.

環境問題の心配が

なくなっている

37%

9.

その他

1%
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【 大切にしたい、いつまでも残しておきたいもの：自然 】 

大切にしたい、残しておきたい自然については、山、川、森林、動植物、公園など多くがあ

げられている。 

『山』  ：岩手山、舘山、八幡平、総称としての山 

『川』  ：総称としての川、松川、安比川、ひょうたん池など 

『森林』 ：総称としての森や緑、ブナの森、木など 

『動植物』：総称としての植物・動物、高山植物、キジ（市の鳥）など 

残しておきたい理由としては、山は地域のシンボルや自然を代表するものとしているものが

多く、森や木については、CO2 の吸収など地球温暖化についてのものや自然を代表する緑とし

て捉えた回答が多くなっている。 

回答の多い自然の内容 

区分 名称 回答数 区分 名称 回答数 

山 

岩手山 24 

森林等 

森 29 

山 16 緑 6 

舘山 12 ブナの森 3 

八幡平 4 木 6 

七時雨山 4 

動植物 

植物 7 

愛の山 2 高山植物 3 

川など 

川 18 動物 9 

松川 16 キジ 7 

安比川 5 
公園 

公園 7 

不動の滝 1 総合運動公園 2 

ひょうたん池 8       

 

【 大切にしたい、いつまでも残しておきたいもの：歴史・文化 】 

残しておきたい歴史・文化については、祭り、神社や寺、伝承文化・芸能など多くがあげら

れている。 

『祭り』   :八坂神社のお祭り、八幡様のお祭り、不動の滝祭りなど 

『神社・寺』：八坂神社、お日さま神社、伊那那伊沢神社など 

『その他』 ：先祓い、神楽、はだか参り、剣舞、田植え踊りなど 

残しておきたい理由としては、みんなが集まり楽しい、歴史がある、日常の遊び場、そこに

ある木や水がきれい、歴史を大切に伝えていきたいなど、多種多様な意見があげられており、

八幡平市の歴史・文化が子ども達の中に根付いていることが伺える。 

回答の多い歴史・文化の内容 

区分 名称 回答数 区分 名称 回答数 

祭り 

八坂神社のお祭り 33 神社・ 

寺等 

長者屋敷 5 

八幡様のお祭り 5 宮田神社 3 

不動の滝祭り 5 聖福寺 5 

山賊祭り 5 伝承 

文化等 

先祓い 6 

稲荷神社のお祭り 4 神楽 4 

白坂観音・お祭り 3 はだか参り 3 

神社・ 

寺等 

八坂神社 16 浅沢伝承館 3 

お日さま神社 11 剣舞 3 

伊那那伊沢神社 8 田植え踊り 3 

長嶺神社 5 
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２２２２    用語説明用語説明用語説明用語説明    

区別 用語 内容 

あ行 アイドリングスト

ップ（p22） 

エネルギー使用の低減、排気ガスの削減を目的に、信号待ちや短時間

の駐停車の時に、自動車のエンジンを停止させること。 

インフラ（p29） 交通、通信、電力、水道、公共施設など、社会や産業の基盤として整

備される施設のこと。 

一般廃棄物（p28） 廃棄物の処理及び清掃に関する法律に規定される廃棄物のうち、産業

廃棄物以外のもの。一般家庭から排出されるいわゆる家庭ごみのほか、

事業所などから排出される産業廃棄物以外の廃棄物も事業系一般廃棄

物として含まれる。 

エコドライブ

（p22） 

省エネルギーや排気ガス削減のための運転技術のこと。アイドリング

ストップ、制限速度での走行、急発進や急加速、急ブレーキを控える

ことなどがあげられる。 

エコマーク（p30） 環境への負荷が少なく、又は環境の改善に役立つ環境に優しい製品を

示すマークのこと。 

ＮＰＯ 

（p45） 

政府・自治体や企業とは独立した存在として、市民・民間の支援のも

とで社会的な公益活動を行う組織・団体。特定非営利活動法人のこと。 

温室効果ガス 

（p8、p38） 

太陽光により温められた地表面から放射された熱を吸収・再放射し、

大気を温める働きをする気体のこと。二酸化炭素、メタン、一酸化二

窒素など。 

か行 環境ラベル（p30） 製品やサービスの環境情報を、製品や包装ラベル、製品説明書、広告、

広報などを通じて購入者に伝えるもの。環境ラベルには、消費者が環

境負荷の少ない製品を選ぶときの手助けになることが期待されてお

り、さまざまな形態の環境ラベルがある。 

環境マネジメント

システム（p47） 

企業や団体等が、環境保全に配慮した活動を行うための手順や体制、

手続き等の仕組みのこと。 

高効率給湯機

（p44） 

エネルギーの消費効率に優れた給湯器のこと。従来の瞬間型ガス給湯

機に比べて設備費は高いが、二酸化炭素排出削減量やランニングコス

トの面で優れている。潜熱回収型(通称エコジョーズ)・ガスエンジン

型(通称エコウィル)・CO2冷媒ヒートポンプ型(通称エコキュート)など

がある。 

高層湿原（p16） 湿原は低温・過湿のために枯死したミズゴケが分解されず泥炭とな

り、水を含んで過湿となった場所をいい、「高層湿原」とは、泥炭が

多量に蓄積されて周囲よりも高くなったために地下水では維持でき

ず、雨水のみで維持されている貧栄養な湿原を指す。 

高層湿原には氷河期の遺存種など貴重な動植物が生息・生育する場合

が多く、保全上重要である。 

コミュニティー（p9） 居住地や関心を共にすることで営まれる共同体のこと。 
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区別 用語 内容 

さ行 酸性雪（ｐ20） pH5.6 以下の酸性を示す雪のこと。窒素酸化物、硫黄酸化物等が原因

物質である。 

循環型社会（p9） 大量生産・大量消費・大量廃棄型の社会経済のあり方に代わる資源・

エネルギーを循環的に利用される社会のこと。 

小水力発電（p43） 発電出力が 1万 kW 以下の比較的小規模な水力発電の総称。ダムのよ

うな大規模構造物を必要とせず、小規模の流量や段差で発電すること

ができる。 

生態系（p14） 食物連鎖などの生物間の相互関係と、生物とそれを取り巻く無機的環境

の間の相互関係を総合的にとらえた生物社会のまとまりを示す概念。 

まとまりのとらえ方によって、1つの水槽の中や、1 つのため池の中の

生物社会を一つの生態系と呼ぶこともできるし、地球全体を一つの生

態系と考えることもできる。 

雪氷冷熱（p43） 天然の雪氷、寒冷な外気を利用して作る氷、人口凍土等を由来とする

冷熱のこと。 

た行 ダイオキシン類

（p20） 

塩素を含むプラスチック等を燃やしたときに発生する毒性を有する

有機塩素化合物の一種。 

多自然型工法

（p19） 

治水上の安全性を確保しつつも、生物の良好な生息・生育環境を最低

限の改変にとどめるとする自然環境に配慮した工事のこと。 

チップボイラー

（p43） 

チップ化した木材をそのまま燃料にし、暖房や温水をつくるボイラー

のこと。 

低公害車（p22） 窒素酸化物や一酸化炭素、二酸化炭素などの大気汚染物質や地球温暖

化物質の排出が少なく、環境への負荷が少ない自動車。ハイブリッド

自動車や電気自動車などのこと。 

特定植物群落

（p16） 

環境省が日本の自然環境全般に関して実施した「自然環境保全基礎調

査」において、都道府県別に学術上重要な又は保護を要する原生林、

自然林、植物群落等をリストアップしたもの。 

な行 二次林（p14） 伐採や風水害、山火事などにより森林(天然林)が破壊された跡に、土

中に残った種子や植物体の生長などにより成立した森林。 

75％値（p23） BOD の評価で用いられる年間統計値で、値の低いものから並べて 75％

目となる値のこと。 例)データ数が 50個の場合、0.75×50＝37.5 小

数点以下を切り上げて 38番目を 75%値とする。 

は行 バイオマス（p9） 森林資源や家畜排せつ物等、生物由来の有機性エネルギーや資源(化

石燃料は除く)のこと。 

廃棄物の５Ｒ

（p28） 

廃棄物の減量(リデュース)、再使用(リユース)、再資源化(リサイク

ル)、拒否(リフューズ)、直す(リペア)のこと。 

ＢＯＤ（p23） 生物化学的酸素要求量。水中の有機物が微生物の働きによって分解さ

れるときに消費される酸素の量のことで、河川の有機汚濁を測る代表

的な指標。 
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区別 用語 内容 

は行 ヒートポンプ

（p44） 

熱を温度の低い所から高いところに汲み上げ、 その熱を利用するた

めのシステムのこと。電力を熱源として使わずに、冷媒を圧縮・膨張

する動力として利用する。地中熱ヒートポンプは、地中や地下水、河

川水等を熱源としたヒートポンプシステム。 

風衝（ふうしょう）植

生（p16） 

環境省が「国立・国定公園特別地域内指定植物」に指定する貴重な植

生で、風衝地（風が強く矮性低木（潅木）群落しか発達しない場所）

に生育するもの。 

ペレット（p42） 間伐材や廃材を粉末にし、粒状に固めたもの。 

ボランティア

（p47） 

自主的に社会事業などに参加し、無償の奉仕活動をすること。 

ま行 木質バイオマス

（p44） 

薪、炭、チップなどの燃料のこと。 

モラル（p45） 道徳、倫理、習俗のこと。 

や行 有機汚濁（p23） 家庭、事業所、田畑等からの有機物を含む排水による水質汚濁のこと。 

ら行 林地残材（p42） 立木を丸太にする際に出る枝葉や梢端部分、森林外へ搬出されない間

伐材等、通常は林地に放置される残材のこと。 
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３３３３    八幡平市環境基本条例八幡平市環境基本条例八幡平市環境基本条例八幡平市環境基本条例    

 

○八幡平市環境基本条例 

平成 22 年３月 15 日条例第１号 

 

目次 

前文 

第１章 総則（第１条－第７条） 

第２章 環境の保全及び創造に関する施策の基本方針（第８条－第 11 条） 

第３章 環境の保全及び創造に関する基本的施策（第 12 条－第 25 条） 

第４章 環境審議会（第 26 条－第 33 条） 

附則 

 

前文 

私たちのまち八幡平市は、岩手山、八幡平、安比高原、七時雨山に代表される山々に抱かれ、

豊かな自然のもと、北上川、米代川、馬淵川の源流域となる良質な水や多くの温泉を有し、十和

田八幡平国立公園の美しい景観が広がる地域です。 

私たちは、この豊かな自然がもたらす恵みを暮らしや産業に生かしながら、自然と共存して発

展してきました。 

しかしながら、近年の利便性を重視した社会経済活動や生活様式は、環境への負荷を著しく増

大させ、その影響は地域の環境にとどまらず、生物の基盤である地球環境にまで深刻な影響を与

えています。 

私たちは、社会経済活動が環境に与える影響を理解し、健全で恵み豊かな環境を守り、育み、

人々が健康で潤いと安らぎに満ちた快適な生活を営むことができる環境を創りだしていかなけれ

ばなりません。 

このような認識の下に、すべての者の連携と協力により、環境の保全と創造に取り組み、豊か

な自然の恵みを享受する八幡平市の未来像「農
みのり

と輝
ひかり

の大地」の創出に努め、環境への負荷の少な

い持続的に発展ができる社会を構築し、将来の世代に継承していくために、この条例を制定しま

す。 

 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、環境の保全及び創造について、基本理念を定め、並びに市、市民、事業者

及び滞在者の責務を明らかにするとともに、施策の基本となる事項を定めることにより、施策

を総合的かつ計画的に推進し、もって、現在及び将来とも市民の健康で安全かつ快適な生活の

確保に寄与することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

(１) 環境への負荷 人の活動により環境に加えられる影響であって、環境の保全上の支障の

原因となるおそれのあるものをいう。 

(２) 地球環境保全 人の活動による地球全体の温暖化又はオゾン層の破壊の進行、海洋の汚
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染、野生生物の種の減少その他の地球の全体又はその広範な部分の環境に影響を及ぼす事態

に係る環境の保全であって、人類の福祉に貢献するとともに、市民の健康で安全かつ快適な

生活の確保に寄与するものをいう。 

(３) 公害 環境の保全上の支障のうち、事業活動その他の人の活動に伴って生ずる相当範囲

にわたる大気の汚染、水質の汚濁（水質以外の水の状態又は水底の底質が悪化することを含

む。）、土壌の汚染、騒音、振動、地盤の沈下（鉱物の掘採のための土地の掘削によるものを

除く。）及び悪臭によって、人の健康又は生活環境（人の生活に密接な関係のある財産並びに

動植物及びその生育環境を含む。）に係る被害が生ずることをいう。 

(４) 環境の保全及び創造 「保全」とは、環境を良好な状態に残しておくこと、維持してい

くことをいい、「創造」とは、環境を良好な状態に保ちつつ、より質の高い快適で潤いのある

豊かな環境を創り出すために努力をしていくことをいう。環境の保全及び創造の視点に基づ

く人材の育成、仕組みづくり並びに生き方及び生活様式の提案なども含まれる。 

(５) 事業者 この条例においては、反復継続して一定の行為を行うことを業務とする者を「事

業者」といい、必ずしも営利目的で事業を営む者に限らず、公益・公共事業を営む者も含ま

れる。 

(６) 滞在者 通勤、通学、旅行及び別荘利用等で一時的に市内に滞在する者をいう。 

（基本理念） 

第３条 環境の保全及び創造は、市民が健康で安全かつ快適な生活を営むことができる環境を確

保し、これを将来の世代に継承していくことを目的として行われなければならない。 

２ 環境の保全及び創造は、多様な自然環境が有するそれぞれの特性に配慮し、人と自然が共生

できることを目的として適切に行われなければならない。 

３ 環境の保全及び創造は、環境資源の有限性を認識し、環境への負荷の少ない健全な経済が持

続的に発展することができる社会を構築することを目的として、すべての者がそれぞれの責務

を自覚し、適切な役割分担の下に積極的かつ継続的に行われなければならない。 

４ 地球環境保全は、地域の環境が地球全体の環境に深くかかわっていることをすべての者が認

識し、あらゆる事業活動及び日常生活において積極的かつ継続的に行われなければならない。 

（市の責務） 

第４条 市は、前条に規定する基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、環境の保全及

び創造に関する基本的かつ総合的な施策を策定し、実施する責務を有する。 

（事業者の責務） 

第５条 事業者は、基本理念にのっとり、その事業活動を行うに当たっては、これに伴って生ず

るおそれのある公害を防止するための措置を講ずるとともに、自然環境を適正に保全するため

に必要な措置を講ずる責務を有する。 

２ 前項に定めるもののほか、事業者は、基本理念にのっとり、その事業活動に関し、これに伴

う環境への負荷の低減その他環境の保全及び創造に自ら努めるとともに、市が実施する施策に

協力する責務を有する。 

（市民の責務） 

第６条 市民は、基本理念にのっとり、その日常生活に伴う環境への負荷の低減その他環境の保

全及び創造に自ら努めるとともに、市が実施する施策に協力する責務を有する。 

（滞在者の責務） 

第７条 滞在者は、前条に定める市民の責務に準じて環境の保全及び創造に努める責務を有する。 
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第２章 環境の保全及び創造に関する施策の基本方針 

（施策の基本方針） 

第８条 市は、環境の保全及び創造に関する施策を策定し、実施するに当たっては、基本理念に

のっとり、次に掲げる事項を基本として、市民及び事業者の協力の下に各種の施策相互の有機

的な連携を図りつつ、これを総合的かつ計画的に行わなければならない。 

(１) 市民の健康を保護し、及び生活環境を保全し、並びに自然環境を適正に保全するよう、

大気、水、土壌その他の環境の自然的構成要素を良好な状態に保持すること。 

(２) 森林、農地、緑地、河川、湖沼等における多様な自然の環境の保全及び創造を図るとと

もに、野生生物の種の保存その他の生物の多様性の確保に努めること。 

(３) 人と自然との豊かな触れ合いを保つこと。 

(４) 岩手山、八幡平、安比高原、七時雨山の美しい山並みに調和した良好な景観の形成を図

りつつ、潤いと安らぎのある社会的環境を保全し創造すること。 

(５) 廃棄物の減量、エネルギーの有効利用、資源の循環的な利用等を推進することにより、

環境への負荷の少ない持続的な発展が可能な社会を構築すること。 

(６) 市民が環境との関わりについて理解と認識を深めるため、系統的な環境教育の構築に努

めること。 

（環境基本計画） 

第９条 市長は、環境の保全及び創造に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、八幡

平市環境基本計画（以下「環境基本計画」という。）を定めなければならない。 

２ 環境基本計画には、次に掲げる項目を定めるものとする。 

(１) 環境の保全及び創造に関する目標 

(２) 環境の保全及び創造に関する総合的かつ長期的な施策の方向 

(３) 前２号に掲げるもののほか、環境の保全及び創造に関する施策を総合的かつ計画的に推

進するために必要な事項 

３ 市長は、環境基本計画を策定するに当たっては、事業者及び市民の意見を反映することがで

きるように必要な措置を講ずるとともに、八幡平市環境審議会の意見を聴かなければならない。 

４ 市長は、環境基本計画を定めたときは、速やかに、これを公表しなければならない。 

５ 前２項の規定は、環境基本計画の変更について準用する。 

（環境への配慮） 

第 10 条 市は、環境に影響を及ぼすと認められる施策を策定し、実施するにあたっては、環境優

先の理念のもとに環境基本計画との整合を図るとともに、環境への負荷が低減されるよう十分

に配慮しなければならない。 

２ 事業者は事業を実施するに当たり、環境基本計画との整合を図らなければならない。 

（年次報告書） 

第 11 条 市長は、毎年、環境の状況、市が講じた環境の保全及び創造に関する施策の実施状況等

を明らかにした報告書を作成し、公表しなければならない。 

 

第３章 環境の保全及び創造に関する基本的施策 

（環境影響評価の推進） 

第 12 条 市は、土地の形状の変更、工作物の新設その他これらに類する事業を行う者が環境影響

評価を行い、環境の保全について適正に配慮することを推進するため、必要な措置を講ずるよ

うに努めるものとする。 
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（環境の保全上の支障を防止するための規制） 

第 13 条 市は、公害の原因となる行為その他の環境の保全上の支障を防止するため、必要な規制

の措置を講ずるように努めるものとする。 

（環境の保全上の支障を防止するための誘導的措置） 

第 14 条 市は、環境への負荷を生じさせる活動又は生じさせる原因となる活動を行う者が、その

活動に係る環境への負荷の低減を図るための施設の整備その他の適切な措置をとるよう誘導し、

環境の保全上の支障を防止するため、必要な措置を講ずるように努めるものとする。 

（快適な環境の保全及び創造） 

第 15 条 市は、快適な環境の保全及び創造に関し、自然とのふれあいの場の創出、緑化の推進、

良好な景観の形成その他人に潤いと安らぎをもたらすため、必要な措置を講ずるものとする。 

２ 市は、豊かな自然の恵みと良好な景観の素晴らしさを市民、滞在者のみならず多くの人が認

識することができるように、必要な措置を講ずるものとする。 

３ 市民、滞在者及び事業者は、快適な環境の保全及び創造を理解し、廃棄物の適正な処理並び

に使用済みの機器、資材及び遊休地等の適正な管理に努め、良好な自然環境及び生活環境の保

全を尊重しなければならない。 

（環境の保全に関する施設の整備等の推進） 

第 16 条 市は、下水道、廃棄物の処理施設その他の環境保全上の支障の防止に資する公共的施設

の整備を促進するため、必要な措置を講ずるものとする。 

２ 市は、公園、緑地、河川その他の環境の保全及び創造に資する公共的施設の整備並びに森林

の整備その他の環境の保全及び創造に資する公共的事業を推進するため、必要な措置を講ずる

ものとする。 

（廃棄物の減量の推進等） 

第 17 条 市は、環境への負荷の低減を図るため、廃棄物の減量、エネルギーの有効利用、資源の

循環的な利用等が推進されるように必要な措置を講ずるものとする。 

２ 前項に定めるもののほか、市は、環境への負荷の低減に資する製品、原材料、役務等の利用

が促進されるように必要な措置を講ずるよう努めるものとする。 

（教育及び学習の推進等） 

第 18 条 市は、環境教育及び環境学習の推進並びに広報活動の充実を図り、市民及び事業者が環

境の保全及び創造についての理解を深め、自発的な活動に結びつけていくことができるよう、

必要な措置を講ずるものとする。 

（市民等の自発的な活動を促進するための措置） 

第 19 条 市は、市民、事業者又はこれらの者の組織する民間の団体（以下「市民等」という。）

が自発的に行う緑化活動、環境美化活動及び再生資源に係る回収活動その他の環境の保全及び

創造に関する活動が促進されるように、必要な措置を講ずるものとする。 

（情報の収集及び提供） 

第 20 条 市は、環境の保全及び創造に関する情報の収集を図るとともに、必要な情報を適切に提

供するように努めるものとする。 

（市民等の参加） 

第 21 条 市は、環境の保全及び創造に関する施策の推進に当たっては、市民等の参加及び協力を

促し、これに必要な措置を講ずるように努めるものとする。 

（調査の実施） 

第 22 条 市は、環境の状況の把握その他の環境の保全及び創造に関する施策の策定に必要な調査
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を実施するものとする。 

（監視等の体制の整備） 

第 23 条 市は、環境の状況を把握し、環境の保全及び創造に関する施策を適正に実施するために

必要な監視、巡視、測定等の体制の整備に努めるものとする。 

（国及び他の地方公共団体との協力） 

第 24 条 市は、広域的な取り組みを必要とする環境の保全及び創造に関する施策については、国

及び他の地方公共団体と協力して、その推進に努めるものとする。 

（地球環境保全に関する国際協力） 

第 25 条 市は、国、他の地方公共団体及び市民等その他の関係機関と連携し、地球環境保全に関

する国際協力の推進に努めるものとする。 

 

第４章 環境審議会 

（設置） 

第 26 条 環境の保全及び創造に関する基本事項を調査審議させるため、市長の諮問機関として八

幡平市環境審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（所掌事項） 

第 27 条 審議会の所掌事項は次のとおりとする。 

(１) 環境基本計画に関すること。 

(２) 環境の保全及び創造に関すること。 

(３) 前２号に掲げるもののほか、市長が審議会に調査審議または意見を求めた事項。 

（組織） 

第 28 条 審議会は、委員 15 人以内をもって組織し、委員は、次に掲げる者のうちから市長が委

嘱する。 

(１) 知識経験を有する者 

(２) 各種団体の代表者 

(３) 関係行政機関の職員 

(４) 公募による市民 

(５) その他市長が必要と認めた者 

（委員の任期） 

第 29 条 委員の任期は２年とし、委員が欠けた場合の補欠の委員の任期は、前任者の残任期間と

する。 

（会長及び副会長） 

第 30 条 審議会に会長及び副会長を１人置き、選出は委員の互選とする。 

２ 会長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理

する。 

（会議） 

第 31 条 審議会は市長が招集する。 

２ 会議は委員の半数以上が出席しなければ、開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

（庶務） 

第 32 条 審議会の庶務は、市民部市民課において処理する。 
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（委任） 

第 33 条 この条例に定めるもののほか、必要な事項は、規則で定める。 

 

附 則 

この条例は、平成 22 年４月１日から施行する。 
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４４４４    八幡平市環境審議会委員等八幡平市環境審議会委員等八幡平市環境審議会委員等八幡平市環境審議会委員等    

 

（1）八幡平市環境審議会 

区 分 所 属 氏 名 備 考 

知識経験を 

有する者 
岩手大学人文社会科学部 竹原 明秀 会長 

各種団体の 

代表者 

西根地区地域審議会 遠藤 良三  

松尾地区地域審議会 

田村 キノエ 
～平成 24年 

2 月 13 日 

古川 トキエ 
平成 24 年 

2 月 14 日～ 

安代地区地域審議会 中川原 繁  

新岩手農業協同組合 伊藤 剛  

八幡平市商工会 高橋 富一  

八幡平市山岳協会 田中 耕一  

八幡平市観光協会 高橋 俊彦  

八幡平市公衆衛生組合連合会 橋本 敏衛  

関係行政機 

関の職員 

盛岡広域振興局保健福祉環境部 

環境衛生課 
佐々木 健司  

公募による 

市民 

－ 高橋 正志 副会長 

－ 大森 貞子  

その他市長 

が認める者 

岩手北部森林管理署 野藤 昌弘  

八幡平市校長会 小畑 耕一郎  
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（2）八幡平市環境基本計画策定検討委員会 

区 分 所 属 氏 名 備 考 

知識経験を 

有する者 
岩手県立大学総合政策学部 渋谷 晃太郎 委員長 

環境関係 

団体等の 

代表者 

八幡平市商工会青年部 三浦 秀樹  

岩手県米代川漁業協同組合 三浦 松男  

八幡平市企業懇談会 

遠藤 良三 
～平成 24年 

1 月 29 日 

田村 昌則 
平成 24 年 

1 月 30 日～ 

七時雨ロマンの会 畠山 城司  

八幡平市農業青年クラブ 古川 佑史  

八幡平市婦人団体連絡協議会 瀬川 愛子  

八幡平市山岳ボランティアガイドの会 森 佐一 
～平成 24年 

2 月 13 日 

岩手中央森林組合 伊藤 一治  

公募による 

市民 

― 種市 啓司  

― 高橋 正志  

その他市長 

が認める者 

自然公園保護管理員 田村 瑞穂  

盛岡広域振興局保健福祉環境部 

環境衛生課 
佐々木 健司  

八幡平市 武田 常徳 副委員長 
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５５５５    八幡平市環境基本計画策定経過八幡平市環境基本計画策定経過八幡平市環境基本計画策定経過八幡平市環境基本計画策定経過    

    

平成 22 年度 

月 日 会議等 内 容 

平成 22 年 

12 月 17 日 
業務開始  

平成 23 年 

2 月 18 日 
第 1 回 計画策定庁内検討委員会 

計画概要、スケジュール等の説明 

アンケート調査の検討 

2 月 17 日 

～3月 11 日 
計画策定検討委員会市民委員の公募 

2 名募集 

4 名応募 

2 月 24 日 

～3月 11 日 
アンケート調査 

20 歳以上の市民 2,000 人 

市内の 150 事業所 

市内の小学 6 年生 228 人 

 

平成 23 年度 

月 日 会議等 内 容 

平成 23 年 

5 月 11 日 
第 2 回 計画策定庁内検討委員会 

環境の課題の研究・検討 

計画の基本的な考え方の検討 

5 月 16 日 第 1 回 計画策定検討委員会 

計画概要、スケジュール等の説明 

計画の基本的な考え方の検討 

環境に関する課題の研究・検討 

5 月 19 日 

～6月 10 日 
環境審議会市民委員の公募 

2 名募集 

2 名応募 

6 月 9 日 

～6月 24 日 
各課への事業内容の聞取り  

7 月 6 日 第 1 回 環境審議会 計画概要、スケジュール等の説明 

8 月 2 日 第 3 回 計画策定庁内検討委員会 望ましい環境像・基本目標の検討 

8 月 9 日 

～8月 26 日 
施策等の関係各課事前調整  

9 月 6 日 計画策定庁内調整会議 
施策の方向、各主体の役割の調整 

・検討 
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月 日 会議等 内 容 

10 月 4 日 第 4 回 計画策定庁内検討委員会 

計画(庁内素案)の検討 
10 月 14 日 第 5 回 計画策定庁内検討委員会 

12 月 20 日 第 6 回 計画策定庁内検討委員会 

12 月 27 日 第 7 回 計画策定庁内検討委員会 

12 月 29 日 

～平成 24年 

1 月 19 日 

計画(素案)に係るパブリックコメン

ト 
提出意見 1 件 

1 月 30 日 第 2 回 計画策定検討委員会 
計画(案)の検討 

2 月 6 日 第 3 回 計画策定検討委員会 

2 月 14 日 第 2 回 環境審議会 計画(案)の事前審議 

2 月 16 日 計画策定に係る調整会議 計画(案)の意見調整 

2 月 21 日 第 4 回 計画策定検討委員会 計画(案)の最終検討 

3 月 2 日 第 3 回 環境審議会 計画(案)の諮問・答申 

3 月 23 日 八幡平市議会全員協議会 計画(案)の説明 

3 月 27 日 庁議 計画の策定 

 

 


